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らされた人々を通じ拡散する」という見解だった。

このことが伝わり始めてから、マスクをつけ、そし

てソーシャル・ディスタンスをとることで安全なア

ウトドア活動ができるという流れになっていった。

　シリコンバレーの快適な天候と子供らも家にいる

在宅勤務者という環境が整うなか、多くの人が街を

歩き、自転車に乗って動く姿をみた。実際、この時

期は自転車が不足したため、中古自転車が新品同様

に売れていた。交通量が増え、キャンプ場が満員と

なり、そして家族はより多くの時間を過ごすように

なった。パンデミック前のレベルには達していない

ものの、交通量は劇的に増加していった。

　不幸にも、これらの動きに伴い、大きなホリデー

の後には感染者数及び入院者数の大幅な増加がみら

れた。我々の友人や家族はほぼ皆、入院したり、

チューブにつながれたりした者を誰か一人は知って

おり、また亡くなった者を知っている。そして、そ

うした状況を経て、ついにワクチンが利用可能に

なった！

　ワクチン接種が徐々に増えていくなか、対面での

ミーティングが再開されてきた。最初は暫定的で

あったが、入院や死者数が減少し続けたなかで、

「ニュー・ノーマル」は対面、ハイブリッド、そし

てバーチャルなミーティング、と複層的な形で進行

している。交通量は時を経て激しくなっていった

が、ランダムにオフィスに行く多数の WFH の人々、

勤務スケジュールの柔軟性、家を出たいという願

望、および混雑を避けようとするために、これらの

交通渋滞がいつ発生するかについては全く予測がで

きない。Google Maps のようなアプリの使用が今

は必須である。

　これがシリコンバレーの「ニュー・ノーマル」な

のだと思う。

 （訳：青山　竜文）
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